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11月28日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2018.Januaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

１ 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第71回�全日本学生音楽コンクール北九州大会�受賞記念演奏会
～若き演奏家たちのNew�Year�Concert ～ 7㈰ 12:00 一般 ￥2000

※対象：小学生以上　※全席自由

毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】

響ホール�New�Year�Concert　
木管五重奏とハープが響きあう至福のひととき～九響メンバーが奏でる響き～
ダンツィ :3つの木管五重奏曲 変ロ長調 op.56-1より 第4楽章 ほか

17㈬ 12:00 ￥1000

※対象：小学生以上　※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

New�Year�2018�オペラガラコンサート
オペレッタ「メリーウィドウ」より シャンソン（レハール作曲） ほか 20㈯ 14:00

指定席 ￥4500
自由席 ￥3500

18歳以下 ￥1500
※当日各￥500増　※一部指定

2018オペラガラコンサート
実行委員会事務局
080（6429）5913

浦野さやか�2018ファゴットコンサート�vol.6
ファゴットと弦楽のためのディヴェルティスマン（J.フランセ作曲） ほか 21㈰ 15:00

一般 ￥2500
学生（中学～大学生） ￥1500
※対象：小学生以上　
※小学生は保護者同伴に限り無料
※当日各￥500増　※全席自由

ハイマートシュタット
093（883）1548

八幡東区平野1-1-1　� 093（662）4010　�「八幡駅」徒歩15分　�「八幡駅入口第一」徒歩10分�
「国際村交流センター」徒歩3分　� 年末年始（12/29〜1/3）、隔月1回（不定休）　� 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

慧心書道会�パワーさくれつ書道展�&�安藤幽石書展
書道 4㈭～9㈫ 無　料 慧心書道会

090（7456）6503

さわやかシルバー作品展
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真 10㈬～16㈫ 無　料 （公益）北九州市シルバー人材センター

093（922）4801

ステンドグラスと絵と陶芸の3人展
絵画・陶芸作品・工芸品 17㈬～23㈫ 無　料 TEAM IMA

北九州市職員文化祭
絵画・書道・手芸・写真 24㈬～30㈫ 無　料 北九州市職員文化体育協議会

093（582）2221

小倉北書道部会�会員・会友展
書道

1/31㈬～2/6㈫
10:00～18:00 無　料 小倉北書道部会

093（522）6879

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00〜19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始（12/29〜1/3）

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29〜1/3）北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

九州交響楽団ニューイヤーコンサート2018 6㈯ 17:00
16:00開場

S席 ￥3700
A席 ￥3000

※対象：小学生以上

九響チケットサービス
092（823）0101

福岡県立小倉商業高等学校吹奏楽部�第21回定期演奏会 7㈰ 14:30 ￥300
※当日￥100増

福岡県立小倉商業高等学校
093（921）2245【島田】

北九州シティオペラ�新春オペラ公演“プッチーニの祭典” 12㈮ 18:30

プレミアム席 ￥10000
S席 ￥7000　A席 ￥ 5000

B席 ￥ 3000
学生席（高校生以下） ￥ 2000
※対象：小学生以上

特定非営利活動法人
北九州シティオペラ
080（1765）3478

中
劇
場

北九州市民劇場1月例会�無名塾「肝っ玉おっ母と子供たち」

10㈬ 18:30

会　費

※対象：小学生以上
※15㈪は休演　
※ 市民劇場会員でない方は 

お問い合わせください

北九州市民劇場
093（541）0075

11㈭～14㈰ 13:30

16㈫ 18:30

17㈬ 13:30

18㈭ 12:30

西南女学院大学短期大学部保育科
「こどものためのミュージカル」 20㈯ 13:00 無　料

（要入場整理券）

西南女学院大学短期大学部保育科
保育科資料室

093（583）5464

かがみのかなたはたなかのなかに
鏡をモチーフにした、ちょっぴりビターでファンタジックな物語 

27㈯ 16:00
大人 ￥5000

子ども（小・中学生） ￥1500
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上
※ 子ども（親子）限定エリア有

（プレイガイドおよび電話のみ取り扱い）

北九州芸術劇場
093（562）2655

28㈰ 14:00

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成29年度に小劇場・大ホールの改修工事を計画しております。
　（予定工事期間：〈小劇場〉平成30年1月4日から2月4日〈大ホール〉平成30年1月22日から2月21日）〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

常設展
油彩画・蝋彩画・彫刻・弦楽器など、約50点を展示します 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72�港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00〜17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12/29〜1/3）門司港美術工芸研究所 門司



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

１ 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

レ
ト
ロ
通
り

バナナのたたき売り 7㈰
13:00

無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
15:00

そ
の
他

お正月‼�レトロ�de�カルタ
ちょっと変わったレトロなカルタの展示（大牟田市立三池カルタ資料館提供） 12/23㈯㈷～1/6㈯ 無　料

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 9:00〜17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

2
階 門司港レトロ大撮影会写真コンテスト発表展示会 25㈭～30㈫ 無　料

※30㈫は15:00まで

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00〜17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ（トリオ） 6㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10:00〜22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階
松
永
文
庫

松永文庫企画展「高倉健映画資料展」 10/20㈮～1/17㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
松永文庫企画展「名作洋画資料展」 1/20㈯～4/4㈬ 無　料

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

マンスリーシアター
上映作品：男はつらいよ寅次郎忘れな草　1973年松竹　マドンナ：浅丘ルリ子 28㈰ 14:00～

16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00〜17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

松本清張原作ドラマ上映会　
「依頼人」「天城越え」「火の記憶」より１日２作品を上映

12㈮～14㈰ ①10:30
②14:00

無　料
常設展示観覧は別途入館料が必要

松本清張記念館
093（582）276119㈮～21㈰

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30〜18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末（12/29〜31）

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始（12/29〜1/3）、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ドリフェス！�Presents�Dear�Dream�1st�LIVE�TOUR�2018�「ユメノコドウ」 13㈯ 18:00 全席指定 ￥7992
※対象：3歳以上

BEA
092（712）4221

NEW�YEAR�2018�宮殿祝賀コンサート�ウィンナー・ワルツ・オーケストラ
お馴染み大好評のニューイヤーコンサートが今年も来日！ 14㈰ 13:00 全席指定 ￥6000

※対象：小学生以上

Comodo arts project
096（288）4635

北九州市民文化大学�文化講演会
講師：俳優 角野卓造氏 20㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

爆笑お笑いフェス�in�北九州
ブルゾンちえみwithB、にゃんこスターほか 28㈰

11:30
全席指定 ￥3996

※対象：3歳以上　※当日￥540増

北九州ソレイユホール
093（592）540515:00

18:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

唐物と茶の湯� 障
古くから日本人に珍重された中国渡来の最高級品、「唐物（からもの）」を紹介 1/12㈮～3/25㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴） 出光美術館（門司）
093（332）0251列品解説

学芸員が展示作品をわかりやすく解説します

14㈰ ①11：00
②14：00

無　料
入場料が必要28㈰

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00〜17:00（入館は閉館30分前まで）　
「門司港駅」徒歩8分　「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/18〜1/11）出光美術館（門司） 門司



13 2018.Januaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

１ 月

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00〜17:00（11月〜3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

小倉城庭園所蔵品展～九州陶磁の魅力～
小倉城庭園が所蔵する九州のやきものなどを約50点紹介します。 開催中～1/28㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

ギャラリートーク
当館学芸員による展示解説です。 13㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

立
礼
席

正月呈茶無料振舞
入館されたお客様各日先着100名様に無料でお抹茶とお菓子を振る舞います。

1㈪㈷
～3㈬ 10:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

和
室
・

立
礼
席

新春茶会
茶道講座生の発表の場でもある恒例の新年を祝うお茶会です。

20㈯～
21㈰ 9:00

一般 ￥1500
小中学生 ￥ 700
（薄茶二席・入館料込）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

ビデオるーむ
「笠じぞう」「ちびねこチョビ・ちびねこコビとおともだち（字幕対応）」 14㈰ 14:00　 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 27㈯ 14:00 無　料

児
童
劇
場

節分イベント「鬼は外！福は内♡」
3B体操で心も体も元気！元気！ 28㈰ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00〜17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ホ
ー
ル

小倉北区民文化祭　小倉北邦舞の会
日本舞踊　番組23番 28㈰ 11:00 ￥1000 小倉北文化連盟

093（452）3312【藤間】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30〜21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　
所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始（12/29〜1/3）　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区室町1-1-1�リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00〜18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始（1/3まで休館）、会期中無休　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヴラマンク展� 障
雪景色や花瓶の花束などを描いたヴラマンクの作品約80点を紹介。 1/4㈭～2/25㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※前売及び20名以上の団体料金
　一般￥1000　高大生￥600　小中生￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30〜18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）北九州市立文学館 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第40回光草書道展「古事記を書く」
光草書道展「古事記を書く」の展示を行います 6㈯～14㈰ 無　料

北九州市立文学館
093（571）1505特別講話「古事記について」

講師:阿部 誠文 先生（元九州女子大学教授） 7㈰ 13:00～
14:30 無　料

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00〜19:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/31〜1/２）北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

北九州国際漫画祭2017� 障
「第２回北九州国際漫画大賞」優秀作品展や台湾・チェコ・カナダの漫画など、
漫画の世界的な広がりとそれぞれの特徴を紹介。

12/23㈯㈷～1/21㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海峡マンガ合戦～九州ブロック�海猫屋（うみねこや）～� 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。 11/4㈯～1/12㈮ 無　料

常設展入場料が必要

ギラヴァンツ北九州選手似顔絵コンクール入賞作品展� 障
ギラヴァンツの選手や監督などを描いた小学生の優秀な似顔絵作品を展示。 11/11㈯～1/18㈭ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール� 障
テーマ①「漫画描き初め（未来の夢やなりたいものを描こう）」
　　　②「人物・服の描き方（制服・着物・ドレスの描き方）」

①3㈬ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　
※当日各先着20名、要事前申込②21㈰

漫画体験� 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

14㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※ 当日各先着20名、途中から
の参加も可能27㈯



12
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

１ 月

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00〜18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始（12/29〜1/3）北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

文玄展（洋画）
主催　佐藤文玄 6㈯～14㈰ 無　料

※14㈰は16:00まで 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130コンセ－ル・エクラタン福岡�古楽シリーズvol.7

演奏者　バロックフルート前田りり子、バリトン加耒徹、コンセール・エクラタン福岡 21㈰ 15:00～
16:45

一般 ￥3000
学生 ￥1500

※当日各￥500増

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00〜22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第18回�吟剣詩舞道大会 14㈰ 10:30 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐
090（9729）6944【岡本】

展
示
コ
ー
ナ
ー

小倉南美術協会写真部会員・会友展 10㈬～
16㈫

9:00～
17:00

無　料
※10㈬は12:00から、16㈫は15:00まで

小倉南美術協会写真部
093（451）5287【村岡】

小倉南美術協会日本画会員展 1/21㈰～
2/4㈰

9:00～
17:00

無　料
※21㈰は12:00から、2/4㈰は15:00まで

小倉南美術協会日本画部会
093（962）6467【河合】

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平尾台初日の出会
カルスト台地平尾台で初日の出を見よう。（日の出予定時刻：７時20分頃） 1㈪㈷ 6:00～

8:00
無　料

※駐車場無料
平尾台自然の郷
093（452）2715

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 10:00〜16:00（12月〜2月）　 「小倉南IC」約20分�　 「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　
「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）、12/29〜1/3（ただし、1/1は初日の出会）平尾台自然の郷 

若松区ひびきの2-5��学術研究都市　 093（695）3691　 10:00〜17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　 年末年始（12/29〜1/3）現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ピピロッティ・リスト展
初期のビデオ作品

1/15㈪～3/2㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00〜19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

冬企画展
「地域ものづくり（リレー）展�～未来を見つめる高校生の作品展」
工業系の高校生たちがテーマごとに試作した、バラエティー豊かな成果品を公開

20㈯～28㈰ 無　料

※対象：小学生以上

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00〜17:00（11月〜3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし小倉城 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

第59回小倉城大鏡餅・鏡開き� 障
天守閣1階にて大鏡餅の鏡開きを行います。 5㈮ 10:00 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
天
守
閣

前
広
場

第59回小倉城大鏡餅・小倉城おしるこ会
天守閣前広場にて大鏡餅のおしるこの無料振る舞いを行います。 8㈪㈷ 11:00 無　料

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

第55回新年学生書道展� 障
新年恒例、小学生から高校生の書道作品を展示。主催：小倉城書芸委員会 1㈪㈷～31㈬ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊

年末年始�絵画お宝市
多彩な作家の絵画・版画等を展示 3㈬～9㈫ 無　料 小倉井筒屋　大画廊・小画廊

093（522）2521

新
館
7
階

大
画
廊

日本画・洋画展 10㈬～16㈫ 無　料
小倉井筒屋　大画廊

093（522）2521版画特集　同時開催�特選版画展
国内外の物故巨匠から現存に人気作家までの版画を中心に展示 17㈬～30㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

～心温まる愛とユーモアの世界～グラハム・クラーク版画展 10㈬～16㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

小林�達史�絵画展
鮮明な色彩で描く花鳥画の作品を展示 17㈬～23㈫ 無　料

上賀茂流�真多呂人形�波多江�真麗華�作品展
京都賀茂人形の正統技術を伝承し、現代人の心に溶け込む真多呂人形を展示 24㈬～30㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00〜19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休、1/1小倉井筒屋 



11 2018.Januaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

１ 月

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00〜19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休、1/1黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵画と和アート展
コレクター所蔵の絵画と、白石千鶴子の古布を使用した小物・人形を展示 2㈫～8㈪㈷ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

黄金逸品展 13㈯～14㈰ 無　料

和田木乃実　創作屏風展
日本の伝統美・帯や着物を使用した屏風、掛軸を展示 16㈫～21㈰ 無　料

ポッパナ織りとヨーロッパデザイナーズウエア
フィンランドの伝統織物「ポッパナ織り」を使用したジャケットなど展示 23㈫～28㈰ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00〜19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 12/31〜1/2、1/18北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

にぎわい座～新春公演～
獅子舞や曲芸、大道芸など新春にふさわしいステージ 7㈰

13:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）555515:00

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00〜22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始（12/29〜1/3）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州伯林的管弦楽団演奏会 7㈰ 15:00 無　料 北九州ベルリン･フィル
090（8401）6981

Kitakyushu�Winds�Festival�2018 8㈪㈷ 15:00 ￥1000 Kitakyushu Winds Festival実行委員会
080（8584）9286【入江】

河島楽器店発表会 13㈯ 10:20（予定） 無　料 （株）河島楽器店
093（631）050614㈰ 9:30（予定）

川井郁子コンサートツアー2018�LUNA～千年の恋がたり～ 28㈰ 15:00
一般 ￥4500　友の会 ￥4000

ペア券（2枚） ￥8000
高校生以下 ￥3000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

中
ホ
ー
ル

東山魁夷と美の巨人たち展 6㈯～
8㈪㈷ 10:00 無　料 （株）WAO!

0120（00）1286【松本】

コンフォート・ウインドアンサンブルクラリネットコンサート 14㈰ 14:00 ￥500 コンフォート・ウインドアンサンブル
080（1540）3678【大田】

第31回新きたきゅう音楽塾�in�黒崎 15㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00〜17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始（12/29〜1/1）、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「アクア・キングダム」
swim, again. 爬虫類、鳥類、哺乳類。進化の中で再び水の中へ。

12/23㈯㈷～
2/25㈰

  大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093（681）1011

企画展「写真で見る装飾古墳（福岡県・熊本県）」� 障
1960年代に撮影された福岡県と熊本県の装飾古墳の写真パネルを展示します。

12/23㈯㈷～
4/8㈰

要常設展入場料
大人 ¥500　高大生 ¥300

小中生 ¥200

冬の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
照明を落とした夜の博物館を探検しよう！ 7㈰ 18:00

大人 ￥600　高大生 ￥400
小中生 ￥300

※セブンチケットのみ
※小学生以下は保護者の参加が必要

歴史講演会「装飾古墳にみる有力首長層の動向」
講師：（公財）北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室　宇野 慎敏氏 13㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

野外観察会「カワセミを見る！」
紫川でカワセミや冬の水鳥を観察します。 21㈰ 9:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00〜17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
科
学
館
前

広
場

ミニSL運行！はねつき・こままわし大会
昔の遊びに挑戦！上位入賞者にはプレゼントがあります 7㈰ 14:00～

14:50 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

会
議
室

サイエンスショー
パチッと決めよう！静電気 8㈪㈷ 14:00～

14:50 無　料
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ� 障
プラネタリウム観覧後、月と冬の星空を望遠鏡で観察します 27㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者の参加が必要
※先着100名、13㈯から電話受付開始
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

１ 月

■�北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30〜17:30（入館は閉館30分前まで）　「美術館口」徒歩10分　
180台　 月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始（12/29〜1/3）北九州市立美術館本館 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

英国最大の巨匠　ターナー　風景の詩� 障
リニューアル・オープン記念展覧会として、ターナーをご紹介します。 開催中～2/4㈰

 一般 ￥1400
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※20名以上の団体料金
　一般￥1200　高大生￥600　小中生￥400 北九州市立美術館

093（882）7777コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

ザ・ベスト・コレクション　－丘の上の双眼鏡� 障
本館で同時開催。当館所蔵の珠玉の作品をご紹介します。 開催中～3/18㈰

一般 ￥150　高大生 ￥100
小中生 ￥ 50

※20名以上の団体料金
　一般￥120　高大生￥80　小中生￥40
※ターナー展チケットでご覧いただけます

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00〜22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始（12/29〜1/3）戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ウェルとばた開館15周年記念�ウェルとばた�新春歌まつり
北九州市内で活躍する４団体のカラオケ発表会 14㈰ 10:00 ￥1000 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

女声合唱団フリューゲル・シャッツ�25周年記念演奏会
委嘱初演、女声合唱組曲「大きな愛」（仮題）、作曲北川昇、詩みずかみかずよ 20㈯ 14:00 一般 ￥1000

※高校生以下無料

女声合唱団
フリューゲル・シャッツ
093（561）3473【栗山】

天満敦子�ヴァイオリンリサイタル� 障
ポルムベスク／望郷のバラードほか耳なじみのある名曲の数々を演奏します 21㈰ 15:00

S席 ￥4800　A席 ￥4000
U25A席 ￥2000

（要証明）
※対象：小学生以上
※U25A席は労音事務局のみ取扱

北九州労音
093（571）0227【松前】

中
ホ
ー
ル

一般財団香川奨学文化基金発足記念演奏会�
カウンターテナー上杉清仁・リサイタル 6㈯ 14:00

一般 ￥2000
学生 ￥1000

※対象：小学生以上

一般財団香川奨学文化基金
080（1772）7576【中尾】

スミレミュージック�20thアニバーサリーコンサート
ピアノソロ、連弾、バンド、ヴォーカル、サックス等による、楽しいコンサート 8㈪㈷ 17:30 ￥1000 スミレミュージック

093（293）4244【奥野】

チェロリサイタル
ベートーヴェン／チェロソナタNo.3　シューベルト／アルペジョーネソナタ 28㈰ 15:00

一般 ￥3000
小学生～大学生 ￥1500
※対象：小学生以上　
※当日￥500増

市　博成
090（9176）7508【藤川】

交
流
プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演者：山崎箜山（尺八・土笛演奏家） 11㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

第16回　木屋瀬いろは歌留多大会
宿場町木屋瀬の歴史・伝統などをテーマとした歌留多大会　参加希望者の方
は電話でお申し込みください

7㈰ 10:00 無　料
長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149NewYearコンサート
響ホール室内合奏団によるコンサート 21㈰ 14:00 ¥500

※当日¥300増

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00〜17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360
9:00〜22:00　「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎IC」約6分　 年末年始（12/29〜1/3）八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ�BOSSA-NOVA�CLUB�音楽のある街づくり�ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 13㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
093（671）0411 【石橋】

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　
9:00〜19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始（12/29〜1/3）北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

福岡県立八幡中央高等学校芸術コース第18回卒業制作展
洋画・彫刻・工芸・書・グラフィックデザイン・その他 4㈭～7㈰ 9:00～

17:30
無　料

※7㈰は17:00まで

福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【城】

北九州書道協会35周年記念展
書 23㈫～28㈰ 無　料

※28㈰は17:00まで

北九州書道協会
093（761）0049【和田】

展
示
室
１

新感覚の額装展
額縁

8㈪㈷
～14㈰

9:30～
18:00

無　料
※8㈪㈷は13:00から、14㈰は17:00まで

093（244）5101【新尾】

第10回絵画クラブカンヴァス作品展
洋画

15㈪～
21㈰

9:00～
17:00

無　料
※15㈪は12:00から、21㈰は15:00まで

絵画クラブ カンヴァス
093（741）3680【宮田】

展
示
室
２

第10回クラブ合同写真展
写真

8㈪㈷
～14㈰

9:00～
17:00

無　料
※8㈪㈷は13:00から

写真クラブ五葉会
090（5382）2850【山村】

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室フランススケッチ展
洋画

15㈪～
21㈰

9:00～
18:00

無　料
※15㈪は11:00から、21㈰は17:00まで

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室
090（1926）6738【大川】
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「新しい時の香り。」

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
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新
し
い
時
の
香
り
。

12月12日（火）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

シニアと子どもたちによって結成された「グランソレイユ合唱団」。３年目となる今回は、世界的テノール歌手である村上敏明さん（藤原歌劇
団）の指揮・指導により、イタリアオペラの二大作曲家のオペラから合唱曲に挑戦します。また、第１部には、北九州市立高等学校吹奏楽部と
ひびき少年少女合唱団のコラボも実現します。世代を越えて一丸となったメンバーが生みだす、音楽の“チカラ”にご期待ください。

【プログラム】
《第１部》北九州市立高等学校吹奏楽部╳ひびき少年少女合唱団
　■オペレッタ「こうもり」／ヨハン・シュトラウス　セレクション
　■「ラ・ダンツァ」／ロッシーニ　吹奏楽╳合唱コラボ
《第２部》〜進化するグランソレイユ合唱団〜村上敏明さんとオペラ名場面でオペラ曲を愉しもう！
　■オペラ「アイーダ」より
　　・ファンファーレ『凱旋行進曲』（北九州市立高等学校吹奏楽部ソロ）
　■オペラ「トゥーランドット」／プッチーニ　ハイライト
　　村上敏明╳宮﨑希世子╳グランソレイユ合唱団
　■オペラ「ナブッコ」／ヴェルディ
　　・行けわが想いよ、黄金の翼に乗って（グランソレイユ合唱団╳市内合唱団の有志参加）ほか
　※都合により、プログラムが変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

◆日時：2018年２月12日（月・休）15:00 〜 17:00（開場14:30）
◆会場：アルモニーサンク北九州ソレイユホール
◆料金：おとな1000円、子ども（３歳〜高校生）500円�
◆チケット販売：主要プレイガイドで販売中
◆お問合せ：アルモニーサンク北九州ソレイユホール　093（592）5405

合唱組曲「北九州」は、市制15周年を記念し、日本を代表する團伊玖磨氏の作曲と、
本市にゆかりの深い栗原一登氏の作詞によってつくられた、北九州市の「ふるさと賛
歌」です。温かみのある素晴らしい詩と、ダイナミックで美しい演奏は、ふるさとを
愛する私たちの心に、大きな感動を与えてくれます。第１部には、オルガニストの
大木麻理さんを迎え、パイプオルガンコンサートも開催します。

◆日時：2018年３月11日（日）15:00 〜 17:00（開場14:00）
◆会場：アルモニーサンク北九州ソレイユホール
◆料金：一般2000円、25歳以下1000円（当日500円増、全席自由）
◆チケット販売：主要プレイガイドで販売中
◆お問合せ：（公財）北九州市芸術文化振興財団音楽事業課　093（663）6661

北九州市では「合唱の街・北九州」をキャッチコピーに合唱を通じた元気な人づくり・街づくりに取り組んでいます
北九州市市民文化スポーツ局文化企画課 　093（582）2389　※上記演奏会の詳細は各お問合せ先へご確認ください
平成29年度文化庁「文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業」

市内中学校合唱部による発表を中心とした合唱の祭典。「北九州
市歌」などの全体合唱、リーダーや有志生徒によるフェスティバル
合唱団の演奏や市内合唱部が四つのチームに分かれてすてきな
ハーモニーを響かせます。

◆日時：2018年２月３日（土）14:00 〜 16:50（開場13:30）
◆会場：アルモニーサンク北九州ソレイユホール
◆料金：入場無料
◆お問合せ：北九州市教育委員会　
　　　　　　指導第一課
　　　　　　093（582）2368

「合唱の魅力をたくさんの人に届けたい」という想いから、日頃はホ
ールで活動している市内のコーラスグループが、市内のまちかどに飛
び出して、楽しい合唱のコンサートをお届けします。また、声楽家を
お招きして、合唱ワークショップやミニコンサートも予定しています。

◆日時：2018年３月24日（土）〜 25日（日）
　　　　12:00 〜 17:00（予定）
◆会場：JR小倉駅３F　JAM広場
◆料金：入場無料
◆お問合せ：北九州市
　　　　　　市民文化スポーツ局
　　　　　　文化企画課　
　　　　　　093（582）2389

〈市制55周年記念事業〉
行けわが想いよ、黄金の翼に乗って「グランソレイユ コーラスフェスティバル」

市制55周年記念
パイプオルガンの響きと合唱組曲「北九州」演奏会

北九州市中学生合唱フェスティバル まちかどコーラス in JAM 広場

村上敏明さんとグランソレイユ合唱団

北九州市立高等学校吹奏楽部ひびき少年少女合唱団

合唱の街   北九州

9 2018.Januaryかるかる

１ 月

12月12日（火）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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12月7日（木）17時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなど App Storeのアプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

■Android の場合

Play ストアのアプリから

で検索、インストール!!
かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

　
一
般
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
会
と

は
一
線
を
画
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
何

か
や
っ
て
み
た
い
と
常
々
思
っ
て
い

た
ら
、わ
が
親
友KA
M

AC
H

A
N

、や

っ
て
く
れ
ま
し
た
！　
『
秋
の
夜
長

の
ホ
ラ
ー
な
音
楽
会
』
。
演
奏
は
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の

３
人
。
１
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
曲
、

２
部
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ト
リ

オ
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
１
部
で
、

演
出
家
デ
ビ
ュ
ーK

A
M

A
C

H
A

N

の
手
腕
が
冴さ

え
渡
り
ま
す
。
７
曲
を

見
事
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
関
連

さ
せ
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
あ
ら

す
じ
を
観
客
の
皆
さ
ま
に
印
象
付
け

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

演
奏
家
も
寸
劇
で
応
え
ま
す
。
台
本

だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
舞

台
道
具
に
も
こ
だ
わ
り
、
目
で
も
楽

し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
舞
台
演
出
と
渾こ

ん

身し
ん

の
演
奏

に
、
お
客
さ
ま
も
ス
リ
ル
な
感
動
を

体
験
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
日
の
白は

く

眉び

は
、
チ

ェ
リ
ス
ト
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
家
。
楽
器
が
歌
う
歌
う
。
卓
越
し

た
技
が
冴
え
ま
く
る
。
超
絶
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
要
す
る
曲
を
胸
の
す
く
よ
う

な
鮮
や
か
さ
で
、
難
な
く
奏
で
ま
す
。

本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
！

　
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
シ
リ

ー
ズ
化
さ
れ
て
、
上
演
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
フ

ァ
ン
も
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
、

い
つ
に
な
く
ワ
ク
ワ
ク
し
た
私
。
ホ

ー
ル
の
、
腕
の
い
い
技
術
ス
タ
ッ
フ

さ
ん
も
、
き
っ
と
お
待
ち
か
ね
で
す
。

秋
の
夜
長
の
ホ
ラ
ー
な
音
楽
会

■
北
九
州
マ
リ
ン
バ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

RIM
 Concert vol.4

２
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
後
１
時
15

分
開
場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び

し
ん
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区

岸
の
浦
）
。
マ
リ
ン
バ
奏
者
で
編
成

さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｒリ

ム
Ｉ
Ｍ
。
曲

目
は
Ａ
・
モ
ラ
グ
「
オ
ク
タ
ボ
ー
ン

ズ
」
、
Ｇ
・
ビ
ゼ
ー
「
歌
劇
『
カ
ル

メ
ン
』
よ
り
」
ほ
か
を
演
奏
。
全
席

指
定
。
入
場
料
、
一
般
２
５
０
０
円
、

友
の
会
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『北九州マリンバオーケストラ
RIM Concert vol.4』チラシ 

■
田
中
靖
人
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
リ
サ

イ
タ
ル

２
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
第
一
線
で

活
躍
す
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
田
中
靖
人

が
ピ
ア
ノ
中
川
賢
一
と
出
演
。
曲
目

は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
、

新しい音楽と共に誕生したサクソフォンの歴史
～ピアノと巡るドビュッシーから現代まで ～

コンサートの前日に、そのテーマと聴きどころを演奏家自身が分かりやすく説明します。
日　時：2 月 3 日（土）15：00 ～ 15：45（開場 14：30）
入場料：無料（要事前申込）　会　場：響ホールステージ上
出　演：田中靖人（サクソフォン）、中川賢一（ピアノ）
お申込み：093-663-6661※未就学児入場不可

11月2日より受付開始
（チケットクラブQ会員11月1日〜）

きいてなっとく♪アナリーゼワークショップ

ドビュッシー：ラプソディ
林田 祐和：ビート・オブ・ザ・グラウンド
クレストン：アルト・サクソフォン・ソナタ op.19
ドビュッシー：月の光　（ピアノ・ソロ）
ラフマニノフ：前奏曲 より 変ニ長調 op.32-13　（ピアノ・ソロ）
モリコーネ（真島俊夫 編曲）：モリコーネ・パラダイス
ガーシュイン（平岡聖 編曲）：歌劇「ポーギーとべス」セレクション

2月4日㊐

Yasuto Tanaka Saxophone Recital

PROGRAM

※曲目・曲順が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください

一 般 3,000円
入場料／ 全席指定

2,000円 ※未就学児入場不可

2018年
北九州市立響ホール
北九州市八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内
TEL：093-662-4010

 開演 15:00
（開場 14:00）

25歳以下
（入場時要証明）

田中靖人
サクソフォン・リサイタル

中川賢一［ピアノ］
Ⓒ Shuhei NEZU

インターネット上からチケットのご予約・購入ができます！（※要利用登録）　音楽事業課HP［PCサイト］　http://www.kicpac-music.jp/ 

※前売りでチケットが完売した場合、当日券は販売いたしません。
※お客様のご希望で購入決定されたチケットは、理由の如何を問わず、
　取替・変更・キャンセルはお受けいたしておりません。
　また、公演中止の場合を除き、払い戻しはできませんのでご了承ください。

0120-400-829
有料・要予約託児サービス有

お迎えバスあります
無　料JR 八幡駅より

11月2日（木） 10:00より一 般 販 売

オンラインチケットサービス

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

主催／公益財団法人北九州市芸術文化振興財団、一般財団法人福岡県退職教職員協会　　共催／北九州市、北九州市教育委員会　　後援／朝日新聞社、　　　　　　　　　　 、北九州音楽協会

問い合わせ／響ホール音楽事業課　☎093-663-6661（9:00 ～18:00 土日祝・12/29 ～1/3 除く） 〒 805-0062
北九州市八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内

11月1日（水） 10:00～17:00
チケットクラブQ
会員先行予約

Ⓒ Anju

本公演は、一般財団法人福岡県退職教職員協会の公益目的事業の一環として行われ、チケット料金の一部を補填しています。

❖ 電話予約 093-663-6661（9:00～18:00［土日祝・12/29～1/3除く］）
❖ 響ホール（9:00～18:00［12/29～1/3除く］）
❖ 北九州芸術劇場5Fプレイガイド（10:00～19:00［12/29～1/3除く］）
❖ チケットぴあ（Pコード：331-801）
❖ ローソンチケット（Lコード：82464）

モ
リ
コ
ー
ネ（
真
島
俊
夫
編
曲
）「
モ

リ
コ
ー
ネ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
一
般
３
０
０

０
円
、
25
歳
以
下
２
０
０
０
円
。
未

就
学
児
入
場
不
可
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

『田中靖人サクソフォン・リサ
イタル』チラシ 

■
唐
物
と
茶
の
湯

１
月
12
日
（
金
）
〜
３
月
25
日
（
日
）。

午
前
10
時
開
館
、午
後
５
時
閉
館（
入

館
は
同
４
時
30
分
ま
で
）
。
出
光
美

術
館
・
門
司
（
門
司
区
東
港
町
）
。

茶
の
湯
の
世
界
で
珍
重
さ
れ
て
き
た

中
国
渡
来
の
「
唐か

ら

物も
の

」
と
呼
ば
れ
る

器
な
ど
を
紹
介
。
２
月
24
日
（
土
）

に
は
講
演
会
、
会
期
中
第
２
、
第
４

日
曜
日
に
は
学
芸
員
が
展
示
作
品
を

解
説
す
る
「
列
品
解
説
」
も
開
催
。

入
館
料
、
一
般
７
０
０
円
、
高
大
生

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
（
保

護
者
同
伴
）
。
毎
週
月
曜
日
休
館
。

出
光
美
術
館
（
門
司
）

０
９
３
（
３
３
２
）
０
２
５
１

『唐物と茶の湯』展チラシ

１
月
　
日
□
　３
月
25
日
□

金

日

２
０
１
８
年

◎
開
館
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

◎
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
　※

２
月
12
日（
月
・
祝
）は
開
館
　

◎
入
館
料
／
一
般
７
０
０
円
、高
・
大
生
５
０
０
円（
団
体
10
名
以
上
、各
２
０
０
円
引
）、中
学
生
以
下
無
料（
た
だ
し
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　※

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
２
０
０
円
引
、そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
　

　※

〈
出
光
創
業
史
料
室
〉の
み
の
ご
利
用
は
、一
般
１
０
０
円
／
中
学
生
以
下
無
料

◎
講
演
会
／
２
月
24
日（
土
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
・
当
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
　
演
題
・「
茶
の
湯
に
お
け
る
唐
物
の
役
割
」　

　
徳
留
大
輔（
出
光
美
術
館
学
芸
員
）　
予
約
・
定
員
１
２
０
名
、聴
講
料
８
０
０
円

◎
列
品
解
説
／
第
２
、第
４
日
曜
日
　
午
前
11
時
〜
、午
後
２
時
〜

◎
住
所
／
〒
８
０
１-

０
８
５
３
　
福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
東
港
町
２-

３
　
T
E
L 

０
９
３-

３
３
２-

０
２
５
１
　

　http://s-idem
itsu-m

m
.or.jp/

◎
ア
ク
セ
ス
／
J
R
門
司
港
駅
よ
り
徒
歩
８
分
　※

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、周
辺
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
主
催
／
出
光
佐
三
記
念
美
術
館
、出
光
美
術
館
、毎
日
新
聞
社
　
◎
協
賛
／
出
光
興
産
株
式
会
社

12

呉州赤絵双龍文字文皿（部分）　中国　明時代末期　漳州窯

古染付高砂花生　中国　明時代末期　景徳鎮窯

禾目天目茶碗　中国　南宋時代　建窯

■
新
春
オ
ペ
ラ
公
演
〝
プ
ッ
チ
ー
ニ

の
祭
典
〟

１
月
12
日
（
金
）
午
後
６
時
開
場
、

同
６
時
30
分
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
指

揮
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
レ
ッ
ダ
、
演

出
カ
ル
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ル

チ
ア
。
出
演
は
白
川
深
雪
、
久
保
か

し
づ
、
党
静
子
、
蓮
井
求
道
、
森
岡

謙
一
、
藤
田
卓
也
ほ
か
。
「
修
道
女

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
」
な
ど
を
上
演
。
全

席
指
定
。
入
場
料
、
プ
レ
ミ
ア
ム
席

１
万
円
、
Ｓ
席
７
千
円
、
Ａ
席
５
千

円
、
Ｂ
席
３
千
円
、
学
生
２
千
円
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
九
州
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ

０
８
０
（
１
７
６
５
）
３
４
７
８

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『新春オペラ公演“プッチーニ
の祭典”』チラシ
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２
０
１
６
年
８
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
小
倉
北
区
の
京
町
遺
跡
第
11

地
点
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

小
倉
駅
の
す
ぐ
南
側
に
あ
り
、
江
戸

時
代
以
前
に
は
、
目
の
前
に
海
が
広

が
っ
て
い
た
場
所
で
す
。
こ
の
遺
跡

で
は
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

海
岸
線
の
石
垣
や
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

排
水
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
一
つ

の
瓶
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
写
真
１
）
。

　
こ
の
瓶
は
石
垣
の
裏
を
埋
め
る
砂

の
層
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
砂

の
中
か
ら
は
主
に
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
陶
器
や
磁
器
、
瓦
な
ど
の

遺
物
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
瓶
は
径
が
６
・
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
円
筒
形
の
陶
器
で
、
口こ

う

縁え
ん

部ぶ

か
ら
体
部
が
大
き
く
破
損
し
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
底
の
部
分
だ
け
が

残
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
胎
土
は
淡

い
橙と

う

色し
ょ
く、
内
・
外
面
と
も
に
灰
白
色

の
釉ゆ

う

薬や
く

が
掛
か
っ
て
お
り
、
外
面
に

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
陶
器
が
い
く
つ

か
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

も
そ
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、

調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
後

の
行
に
「PA

RI

」
の
文
字
が
読
め

ま
し
た
。
「I

」
の
す
ぐ
横
に
も
文

字
の
痕
跡
が
見
る
こ
と
が
で
き
、

「PA
RIS

」
と
書
か
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
「des

」
、

「D
E

」
な
ど
の
文
字
が
見
ら
れ
、

フ
ラ
ン
ス
語
が
記
さ
れ
て
い
る
と
分

か
り
ま
し
た
。

　
で
は
、
こ
こ
に
は
何
と
書
か
れ
て

い
た
の
か
？　
文
字
の
部
分
は
半
分

ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ど
う
や
ら
、
瓶
の
内
容
物
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
に
は
「M

O
U

T
A

RD
E

（
ム
ー

タ
ル
ド
＝
マ
ス
タ
ー
ド
）
」
と
考
え

ら
れ
る
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

マ
ス
タ
ー
ド
を
入
れ
る
瓶
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
１
）
。

同
型
品
を
参
考
に
す
る
と
、
今
回
出

土
し
た
瓶
は
１
８
５
０
〜
１
９
２
０

年
ご
ろ
に
、
マ
イ
ユ
（M

A
ILLE

）

社
が
マ
ス
タ
ー
ド
販
売
用
に
作
っ
た

も
の
で
、
さ
ら
に
瓶
に
は
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
古
の
酢
・
蒸
留
器
の
問
屋
」

と
も
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
西
洋
の
「
マ
ス
タ
ー
ド
」

に
対
し
、
日
本
の
か
ら
し
は
「
和
か

ら
し
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
カ
ラ
シ
（
芥
子
）
は
ア
ブ
ラ
ナ

の
仲
間
で
あ
る
カ
ラ
シ
ナ
（
芥
子

菜
）
の
種
子
の
こ
と
で
、
日
本
で
は

平
安
時
代
の
『
本ほ

ん

草ぞ
う

和わ

名み
ょ
う』
（
延
喜

年
間
）
や
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』（
承
平

年
間
）
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
こ
と

か
ら
、
古
く
か
ら
薬
用
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
、
１
７
１
２
（
正
徳

２
）
年
に
書
か
れ
た
『
和わ

漢か
ん

三さ
ん

才さ
い

図ず

会え

』
の
中
に
は
、
「
水
を
注
ぎ
芥か

ら
し
の

粉
を
浸
せ
ば
、
甚
だ
辣か

ら

し
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
和
か
ら
し
と
同

様
に
水
で
溶
い
た
も
の
を
使
っ
て
、

酢す

味み

噌そ

や
な
ま
す
な
ど
の
料
理
に
利

用
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
マ
ス
タ
ー
ド
」

は
水
で
は
な
く
、
酢
（
ヴ
ィ
ネ
ガ

ー
）
な
ど
の
調
味
料
を
混
ぜ
て
作
ら

れ
て
い
る
た
め
、
や
や
辛
み
が
弱
く
、

酸
味
が
あ
る
の
が
特
徴
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
材
料
は
カ
ラ
シ
ナ
の
他
に
シ

ロ
ガ
ラ
シ
や
ク
ロ
ガ
ラ
シ
と
呼
ば
れ

る
品
種
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
ド
の
生
産
で
有
名

な
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン

（D
ijon

、
フ
ラ
ン
ス
東
部
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
街
）で
す
。「M

outarde
 de D

ijon

（
＝
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
マ

ス
タ
ー
ド
）
」
と
そ
の
名
を
冠
し
た

マ
ス
タ
ー
ド
は
他
の
地
域
の
も
の
と

は
違
っ
て
、
ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
（
ま
だ
青

い
未
熟
な
ぶ
ど
う
の
果
汁
）
を
使
っ

て
作
ら
れ
て
お
り
、
ペ
ー
ス
ト
状
マ

ス
タ
ー
ド
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。M

マ

イ

ユ

A
ILLE

は
こ
の
デ
ィ
ジ
ョ

ン
マ
ス
タ
ー
ド
で
有
名
な
老
舗
ブ
ラ

ン
ド
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
現
在

も
マ
イ
ユ
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
ス
タ
ー
ド

は
販
売
さ
れ
て
お
り
、
冷
蔵
庫
に
常

備
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
の
で
は
な

M
O
U
TA
RDE

は

文
明
開
化
の
味
が
し
た
の
か
？

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
出
土
し
た
マ
ス
タ
ー
ド
瓶
に

つ
い
て
は
、
出
土
状
況
な
ど
か
ら
明

治
期
に
な
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
和
か
ら
し
と
は
違
う
、
こ

の
ち
ょ
っ
と
酸
っ
ぱ
く
て
、
辛
み
の

少
な
い
「
マ
ス
タ
ー
ド
」
の
味
に
、

当
時
の
小
倉
の
人
々
は
文
明
開
化
を

感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
参
考
文
献

M
usée de la Vie bourguignonne, Iln’est 

m
outarde qu’ à Dijon, D

ijon, 2005

堀
田
満
ほ
か『
世
界
有
用
植
物
事
典
』１
９
８
９
年

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
３
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター 
〈小倉北区金田１の１の3　093（582）0941〉
 北九州市を掘る（88）
 『北九州市唯一の古代寺院跡ー北浦廃寺（はいじ）第６次調査ー』
 �八幡西区永犬丸に存在する古代寺院北浦廃寺から出土した古瓦（鬼
瓦、軒丸瓦、軒平瓦）や土器など65点を展示
 常設展もあり
 【入館料】無料�
 【開催期間】12月19日（火）〜2018年４月22日（日）
 【開館時間】午前９時〜午後５時（入館は午後４時30分まで）
 ※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
・�黒崎歴史ふれあい館�
〈八幡西区黒崎３の15の３黒崎駅横コムシティ1F〉
 �常設展開催中／『城下町から宿場町へ〜出土品が語る黒崎の歴史と文化〜』
　　　　　　　 『�シュガーロード・発掘物語』
 【入館料】無料　 【開館時間】�午前９時〜午後５時（入館は午後４時

30分まで）※年中無休

写真１　京町遺跡第11地点出
土のマスタード瓶

図１　出土したマスタード瓶に記され
た文字（赤文字は同型品からの推定）

hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

山 口 裕 子　Yuko Yamaguchi

12月7日（木）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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漫
画
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

中
で
描
か
れ
、
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
マ
の
区
切
り
方
や
構
図

の
取
り
方
と
い
っ
た
表
現
ス
タ
イ
ル

や
、
物
語
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る

文
化
や
歴
史
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
国
・
地

域
以
外
の
漫
画
を
楽
し
む
に
は
、
言

語
の
翻
訳
以
外
に
も
そ
れ
な
り
の
ハ

ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
日
本
の
漫
画
は
現
在
で

は
世
界
各
地
で
翻
訳
さ
れ
楽
し
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
コ
マ
の
区
切
り
方
が

複
雑
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
漫

画
の
読
み
方
」
を
指
南
す
る
ペ
ー
ジ

が
翻
訳
本
の
中
に
し
ば
し
ば
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
、
世
界
随

一
の
市
場
規
模
で
漫
画
に
親
し
む
日

本
で
は
、
国
産
漫
画
に
比
べ
海
外
漫

画
へ
の
関
心
が
極
端
に
薄
い
こ
と
で

も
知
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
近
年
で
は
、
海
外
漫
画
の
翻

訳
本
、
通
称
「
ガ
イ
マ
ン
」
に
も
フ

ァ
ン
層
が
形
成
さ
れ
、
翻
訳
出
版
点

数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
北
米

の
も
の
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
な

ど
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
も
の
、
韓
国
の

も
の
に
特
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

１
月
７
日
（
日
）
に
は
、
読
者
投
票

で
決
め
る
ガ
イ
マ
ン
の
年
間
ラ
ン
キ

ン
グ
「
ガ
イ
マ
ン
賞
２
０
１
７
」
の

実
行
委
員
で
も
あ
る
翻
訳
家
の
原
正

人
が
、
投
票
集
計
結
果
を
も
と
に
、

今
年
の
ガ
イ
マ
ン
の
動
向
を
お
話
し

し
ま
す
。

　
海
外
の
漫
画
は
、
最
初
は
読
み
づ

ら
く
て
も
、
少
し
慣
れ
る
と
作
品
の

向
こ
う
側
に
そ
の
国
・
地
域
の
文
化

や
歴
史
が
感
じ
ら
れ
て
、
が
ぜ
ん
面

白
く
な
り
ま
す
。
今
回
の
国
際
漫
画

祭
は
台
湾
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
そ
し

て
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
漫
画
を

紹
介
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
複
雑
な

歴
史
を
背
景
に
、
独
特
の
漫
画
文
化

が
あ
り
ま
す
。

　
台
湾
は
、
早
く
か
ら
日
本
漫
画
を

翻
訳
し
て
親
し
ん
で
い
た
こ
と
や
、

国
産
漫
画
に
対
し
て
政
府
が
厳
し
い

表
現
規
制
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
作
家
も
読
者
も
日
本
漫
画
の

影
響
が
強
く
、
表
現
ス
タ
イ
ル
で
日

本
と
の
共
通
性
が
高
い
の
が
特
徴
で

す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
台
湾
の
文

化
や
歴
史
を
描
い
た
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
む
台
湾
の
出
版
社
「
蓋ガ

イ

亞ア

文

化
」
の
作
家
た
ち
を
取
り
上
げ
ま
す
。

台
北
郊
外
の
歴
史
都
市
「
大ダ

ー

渓シ
ー

」
を

舞
台
に
伝
統
的
な
信
仰
や
祭さ

い

祀し

を
描

い
た
、
左サ

萱ケ
ン

「
神か

み
の
ふ
る
さ
と

之
郷
」
（
図
１
）

な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
１
月

14
日
（
日
）
に
は
左
萱
・
李リ

隆ロ
ン

杰ジ
ェ

・

K

キ

ノ

ノ

IN
O

N
O

ら
３
名
の
作
家
を
お
招

き
し
て
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

　
チ
ェ
コ
は
、
社
会
主
義
体
制
下
で

輸
入
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
海
外
の
漫

画
を
、
自
由
化
後
に
一
斉
に
吸
収
し

た
結
果
、
元
の
伝
統
的
な
漫
画
と
海

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
漫
画
が
混
じ
り
あ

っ
て
独
特
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
ま

し
た
（
図
２
）
。
１
月
20
日
（
土
）

に
専
門
家
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

ま
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
北
米
大
陸
へ
た
く
さ
ん
の
移
民

が
入
植
す
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
系
の

移
民
が
こ
の
州
に
集
中
し
た
こ
と
か

ら
、
カ
ナ
ダ
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏

と
し
て
独
特
の
文
化
を
保
っ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
の
漫
画
が

混
じ
り
あ
っ
て
生
ま
れ
る
面
白
さ
を

展
示
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す（
図
３
）。

　
他
に
も
、
世
界
中
で
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
元
祖
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
」
と
も
言
う
べ
き
、
ア
ニ
メ
「
マ

ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」
（
原
作
・
永
井
豪
）

の
新
作
映
画
を
記
念
し
た
展
示
や
、

第
２
回
「
北
九
州
国
際
漫
画
大
賞
」

受
賞
作
品
展
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
７
」

　

 　
12
月
23
日
（
土
・
祝
）
〜
２
０
１
８
年
１
月
21
日
（
日
）

の
「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１

７
」
。
ひ
と
と
き
の
異
文
化
体
験
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
。

Information

図１　左萱『神之郷』（台湾）
ⓒ左萱/蓋亞文化/Comic Catapult

図３　キャブ『核の冬』
（カナダ・ケベック州）
ⓒCab/Frond Froid

図２　パヴェル・チェフ
『ペピーク・ストジェハの大冒険』（チェコ）
ⓒPavel Čech, 2012

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　専門研究員

表　智 之  Tomoyuki Omote

北九州国際漫画祭2017
【会場】北九州市漫画ミュージアム　企画展示室
（あるあるCity5F）
【開催期間】12月23日（土・祝）〜2018年１月21日（日）
【開館時間】午前11時〜午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】�12月31日（日）〜１月２日（火）�

１月９日（火）・16日（火）
【入館料】無料
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
http://www.ktqmm.jp/　

12月12日（火）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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私
は
、
決
し
て
何
も
求
め
て
こ
な
か

っ
た
。

人
生
が
、
私
に
す
べ
て
の
も
の
を
与

え
て
く
れ
た
。

私
は
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

き
た
し
、
私
が
見
た
も
の
を
描
い
て

き
た
。

　
世
を
去
る
２
年
ほ
ど
前
、
80
歳
の

モ
ー
リ
ス
・
ド
・
ヴ
ラ
マ
ン
ク
は
、

『A
RT

S

』
誌
に
「
私
の
遺
言
」
と

題
し
た
文
章
を
寄
せ
ま
し
た
。
こ
の

３
文
は
、
そ
の
締
め
く
く
り
の
文
章

で
あ
り
、
彼
の
墓
碑
銘
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
里
見
勝
蔵
や
佐
伯
祐
三
ら
日
本
人

画
家
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
モ

ー
リ
ス
・
ド
・
ヴ
ラ
マ
ン
ク
は
、
１

８
７
６
年
、
パ
リ
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、
競
輪
選
手
と

い
う
異
色
の
経
歴
を
経
て
、
１
９
０

０
年
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
画
家
と
し

て
の
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
05
年
、

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
展
の
一
室
に

集
め
ら
れ
た
、
若
手
画
家
に
よ
る
激

し
い
色
彩
を
用
い
た
作
品
群
は
、「
フ

ォ
ー
ヴ
（
野
獣
）
」
と
呼
ば
れ
、
ヴ

ラ
マ
ン
ク
は
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
（
野

獣
派
）
の
主
要
な
画
家
と
し
一
躍
有

名
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
07
年
か

ら
早
く
も
新
た
な
表
現
を
模
索
し
始

め
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
回
顧
展
を
契
機
に
、

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
作
品
を

発
表
し
ま
す
。
や
が
て
、
ヴ
ラ
マ
ン

ク
は
同
時
代
に
現
れ
た
キ
ュ
ビ
ス
ム
、

ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
な
ど
の

す
べ
て
の
美
術
運
動
か
ら
距
離
を
置

き
ま
す
。
豊
か
な
自
然
が
広
が
る
地

に
転
居
し
、
村
に
点
在
す
る
古
い
邸

宅
や
雪
景
色
、
小
麦
畑
、
積
み
わ
ら
、

サ
イ
ロ
（
飼
料
の
貯
蔵
庫
）
と
い
っ

た
身
近
な
風
景
を
叙
情
的
に
描
き
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
期
の
激
し
い
色

彩
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
傾
倒
し
た
時
期
に

獲
得
し
た
構
成
力
、
そ
れ
ら
を
経
て

た
ど
り
着
い
た
ヴ
ラ
マ
ン
ク
独
自
の

力
強
い
表
現
は
、
我
々
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
そ
こ
に
至

る
ま
で
の
画
風
の
変
遷
を
お
楽
し
み

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
優
れ
た
文
筆

家
で
も
あ
っ
た
彼
の
言
葉
も
併
せ
て

紹
介
し
ま
す
。
絵
画
と
言
葉
︱
︱
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
は

ど
の
よ
う
に
自
ら
を
表
現
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
両
者
の
間
に
密
接
な
結

び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
観み

る
こ
と
・
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
と
作
家
本
人

を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

私
は
、
描
く
こ
と
に
対
し
て
、
喜
び

の
源
泉
、
留と

ど

ま
る
こ
と
の
な
い
快
感
、

非
常
に
強
い
知
的
興
奮
を
感
じ
て
い

る
。
私
は
、
空
、
樹
木
、
雪
、
そ
し

て
生
命
…
…
に
共
感
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

と
い
う
描
く
喜
び
と
、

内
的
様
相
を
そ
れ
自
体
の
深
み
か
ら

表
現
し
、
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
！

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
乱
雑
に
混
ざ
り
合

う
な
か
か
ら
、
本
当
の
感
情
を
見
分

け
て
選
び
だ
し
、
筆
や
ペ
ン
で
表
現

す
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か

！と
い
う
描
く
苦
悩
と
を
、
残
さ
れ
た

作
品
に
表
れ
た
感
情
や
情
動
、
添
え

ら
れ
た
言
葉
か
ら
想
像
し
、
よ
り
ヴ

ヴラマンク展

モーリス・ド・ヴラマンク
（1876 〜 1958年）

《サイロ》1950年　油彩／カンヴァス　フランス、個人蔵　
ⒸADAGP

ラ
マ
ン
ク
に
親
し
み
を
覚
え
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
絵
画
と

言
葉
の
往
還
あ
る
い
は
狭は

ざ

間ま

か
ら
見

え
て
く
る
制
作
の
裏
側
や
ヴ
ラ
マ
ン

ク
の
素
顔
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

Information

ヴラマンク展
【会場】北九州市立美術館分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】2018年１月４日（木）〜２月25日（日）※会期中無休
【開館時間】午前10時〜午後６時（入館は午後５時30分まで）
【観覧料】一般1200（1000）円　高大生800（600）円
小中生600（400）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は２割減免
【お問合せ】093（562）3215

《ラ・マンスリエール》1958年、リトグラフ　個人蔵　
ⒸADAGP

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

山 下 理 恵 Rie Yamashita
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12月1日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
松
本
清
張
記
念
館
は
平
成
30
年
８

月
に
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
２
月
か
ら
「
開
館
20

年
の
軌
跡
〜
終
わ
り
な
き
探
求
〜
」

と
題
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
開
館

前
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
あ

ゆ
み
や
出
来
事
を
た
ど
り
、
当
館
の

取
り
組
み
や
そ
の
実
績
を
年
表
や
パ

ネ
ル
等
で
紹
介
す
る
展
示
を
通
し
て
、

こ
の
20
年
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
振
り

返
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
企
画
・
開

催
し
、
毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
清
張

自
身
や
作
品
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
し

て
き
た
企
画
展
も
、
既
に
30
回
を
超

え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
画
展
は
、

当
館
の
調
査
研
究
の
成
果
を
発
表
す

る
場
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
は
新
た

な
資
料
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
作
家
松
本
清
張
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
企
画
展
も

地
元
か
ら
海
外
ま
で
、
そ
し
て
古
代

か
ら
近
現
代
ま
で
と
幅
広
い
空
間
や

時
代
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
過
去
の
全
企
画
展
を
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要

を
ま
と
め
た
コ
ー
ナ
ー
は
、
一
堂
に

掲
示
さ
れ
た
企
画
展
ポ
ス
タ
ー
と
併

せ
て
大
変
迫
力
の
あ
る
展
示
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
当
館
は
開
館
以
来
、
全
国
に

お
け
る
松
本
清
張
研
究
の
中
核
と
し

て
の
機
能
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。
か

つ
て
清
張
研
究
は
文
学
界
に
お
け
る

未
開
の
地
で
し
た
が
、
当
館
は
研
究

誌
『
松
本
清
張
研
究
』
の
発
行
を
通

じ
て
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者

や
作
家
と
い
っ
た
執
筆
者
の
方
々
と

協
力
し
な
が
ら
、
新
た
な
地
層
を
開

拓
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
本

清
張
夫
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
「
研
究
奨
励
事
業
」
は
、
新

た
な
研
究
分
野
や
研
究
者
を
発
掘
し

続
け
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
数
々
の
成

果
や
人
材
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
も
20
年
を
迎

え
ま
す
が
、
普
段
は
な
か
な
か
一
般

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会

も
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

回
の
展
示
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
清
張
フ
ァ
ン
を
対
象
に
多

彩
な
事
業
を
展
開
し
、
広
く
交
流
・

学
び
・
楽
し
む
「
松
本
清
張
記
念
館

友
の
会
」
や
、
全
国
の
研
究
者
が
研け

ん

鑽さ
ん

・
発
信
し
合
う
場
と
し
て
組
織
さ

れ
た
「
松
本
清
張
研
究
会
」
と
い
っ

た
関
連
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
て

展
示
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
は
、
清
張
作
品
や
当

館
と
ゆ
か
り
の
あ
る
俳
優
や
作
家
と

い
っ
た
著
名
人
の
方
々
か
ら
、
開
館

20
周
年
を
祝
福
し
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

た
く
さ
ん
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
想お

も

い
が
込
め
ら
れ

た
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
会
場

中
央
で
盛
大
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
会
場
に
は
、
好
き
な

清
張
作
品
に
投
票
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
を
上
映

し
た
り
と
い
っ
た
、
来
館
者
の
皆
さ

ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

な
か
な
か
誌
面
だ
け
で
は
お
伝
え
し

Information
開館20周年記念プレ事業 
開館20年の軌跡 〜終わりなき探求〜（展示）

【開催期間】２月１日（木）〜３月31日（土）
【開館時間】�午前９時30分〜午後６時（入館は午後５時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】
本展示のみ観覧の場合は無料
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内２の３
093（582）2761

開
館
20
年
の
軌
跡 

〜
終
わ
り
な
き
探
求
〜

ポスターデザイン

き
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
ご

覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
来
年
に
は
平
成
も
終
わ
り
、
新
た

な
時
代
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
読
者

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
来
し
方
を

振
り
返
り
行
く
末
を
望
む
こ
と
が
多

い
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
当
館
に
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。

hiroba
文芸
hiroba
文芸

清張アラカルト
北九州市立松本清張記念館　事務局 企画係主任

下 澤　 聡 Satoshi Shimozawa
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12月7日（木）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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私
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
よ
く
や

る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
「
ス
テ
ー
タ

ス
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

の
カ
ー
ド
を
１
枚
引
き
、
そ
れ
が
自

分
の
演
じ
る
人
物
の
「
ス
テ
ー
タ
ス

＝
地
位
・
身
分
・
状
態
」
と
な
る
。

数
の
多
い
方
が
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
い

人
、
少
な
い
方
が
低
い
人
、
と
い
う

設
定
で
シ
ー
ン
を
演
じ
る
。

　
こ
れ
を
中
高
生
と
一
緒
に
や
る
と
、

か
な
り
奥
の
深
い
活
動
に
な
る
。

「
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
い
人
」
と
は
ど

ん
な
人
か
。
例
え
ば
社
会
的
地
位
も

高
く
名
誉
も
お
金
も
あ
る
が
性
格
に

難
が
あ
り
誰
に
も
信
用
さ
れ
な
い
人

と
、
社
会
的
地
位
は
低
く
貧
乏
だ
け

れ
ど
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ

れ
る
人
と
、
ど
ち
ら
が
ス
テ
ー
タ
ス

が
高
い
だ
ろ
う
。
自
分
は
ど
ん
な
判

断
基
準
で
他
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
考

え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
分
に
対

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
シ
ー
ン
を

創
り
、
そ
れ
を
分
析
し
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
と
、
今
の
中
高

生
が
ど
ん
な
や
り
方
で
自
分
の
「
ス

テ
ー
タ
ス
」
を
模
索
し
て
い
る
の
か

が
分
か
る
。

　
10
月
26
日
〜
28
日
に
「
黒
崎
ひ
び

し
ん
ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
た
『
高
文

連
演
劇
部
門
北
九
州
地
区
大
会
』
で

は
、
そ
ん
な
高
校
生
の
目
を
通
し
た

世
界
が
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
て
い
て
、

興
味
深
か
っ
た
。

　
今
年
の
参
加
校
と
作
品
は
以
下
の

通
り
。

▽
戸
畑
高
校
『
さ
い
え
ん
』

▽
門
司
学
園
高
校
『
花
と
死
神
』

▽
八
幡
高
校
『
織
田
家
の
オ
ム
ラ
イ

ス
』

▽
小
倉
商
業
高
校
『
大
乱
闘
キ
ラ
メ

キG
irls

』

▽
八
幡
南
高
校
『
夕
暮
れ
時
の
夢
』

▽
ひ
び
き
高
校
『M

O
TH

ER

』

▽
西
南
女
学
院
高
校
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
切
符
』

▽
東
筑
高
校
『
Ｊ
Ｋ 

オ
・
レ
』

▽
小
倉
高
校
『
カ
ワ
イ
イ
女
』

▽
中
間
高
校
『
夢む

寐び

に
も
忘
れ
な
い

〜
８
時
13
分
発
◯
◯
行
き
列
車
が
発

車
い
た
し
ま
す
〜
』

▽
折
尾
高
校
『
季
節
は
ず
れ
の
花
が

朽
ち
る
前
』

▽
明
治
学
園
高
校
『
き
ら
き
ら　
２

０
１
７
』

▽
北
九
州
高
校
『
君
が
く
れ
た
も

の
』

　
「
優
秀
賞
」
に
八
幡
高
校
・
ひ
び

き
高
校
・
明
治
学
園
高
校
、
「
創
作

脚
本
賞
」
に
小
倉
高
校
、
「
舞
台
美

術
賞
」
に
西
南
女
学
院
高
校
、
「
奨

励
賞
」
に
東
筑
高
校
が
選
ば
れ
た
。

　
北
九
州
地
区
は
毎
年
、
生
徒
の
書

い
た
作
品
の
上
演
が
多
い
。
今
年
大

会
審
査
員
を
務
め
た
「
飛
ぶ
劇
場
」

の
木
村
健
二
は
大
会
を
振
り
返
っ
て

こ
う
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

　
「
参
加
13
校
中
11
校
が
生
徒
創
作

作
品
で
、
そ
の
作
品
群
か
ら
今
の
彼

ら
の
〝
切
実
〟
が
見
え
て
く
る
。
結

果
的
に
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は

今
の
社
会
と
の
繋つ

な

が
り
が
強
い
作
品

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
俳
優
、
演

出
、
完
成
度
な
ど
の
他
の
フ
ァ
ク
タ

ー
も
加
味
し
た
総
合
力
で
選
ん
で
い

る
。

　
だ
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
は
勝
て
な

い
と
か
（
実
際
に
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
の
で
）
余
計
な
事
を
考
え
ず
に
ど

ん
ど
ん
創
り
た
い
も
の
を
創
っ
て
ほ

し
い
。
ち
な
み
に
年
明
け
に
北
九
州

芸
術
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
予
定
の
、

奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
東
筑
高
校
『
Ｊ

Ｋ 

オ
・
レ
』
は
そ
ん
な
彼
女
た
ち
の

切
実
を
最
も
色
濃
く
描
い
た
作
品
の

一
つ
で
あ
る
。
よ
り
一
層
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
素
敵
な
公
演
に

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

　
私
も
ま
っ
た
く
同
感
だ
。
大
人
か

ら
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
な
い
、
高
校

生
自
身
の
目
線
で
と
ら
え
た
物
事
の

バ
ラ
ン
ス
＝
ス
テ
ー
タ
ス
は
高
校
時

代
に
し
か
表
現
で
き
な
い
も
の
だ
。

そ
れ
が
ま
っ
す
ぐ
に
描
か
れ
た
作
品

に
出
合
う
と
正
直
「
や
ら
れ
た
！
」

と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
何
か

を
学
ぶ
心
を
持
つ
謙
虚
な
オ
ト
ナ
で

あ
り
た
い
、
と
思
う
。

高校生の描く世界

小倉高校『カワイイ女』

明治学園高校『きらきら 2017』

ひびき高校『MOTHER』

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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江
戸
時
代
の
脇
街
道
で
あ
っ
た
長

崎
街
道
沿
線
に
は
、
当
時
の
面
影
を

色
濃
く
残
す
木
屋
瀬
の
町
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
北
九
州
市
立
長
崎
街
道

木
屋
瀬
宿
記
念
館
（
以
下
「
記
念

館
」
と
い
う
）
が
建
つ
場
所
は
、
木

屋
瀬
宿
の
本
陣
が
建
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
場
所
で
す
。
こ
の
本
陣
お
よ

び
そ
の
跡
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ

と
今
も
木
屋
瀬
の
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
記
念
館
の
周
辺
に
は

数
多
く
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、
宿

場
町
の
起
終
点
を
示
す
「
構

か
ま
え

口ぐ
ち

」
の

一
部
と
し
て
、
当
時
の
石
積
み
が
現

存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
指
定

の
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
「
旧

高
崎
家
住
宅
（
伊い

馬ま

春は
る

部べ

生
家
）
」

や
木
屋
瀬
宿
か
ら
黒
崎
宿
へ
向
か
う

途
中
の
休
憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
「
立た

て

場ば

茶ぢ
ゃ

屋や

銀い
ち
ょ
う杏
屋や

」
（
福
岡

県
指
定
有
形
文
化
財
）
は
、
建
築
物

史
跡
と
し
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
回
の
ひ
な
ま
つ
り
は
、
現
在
も

当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
こ
の
木

屋
瀬
で
、
当
記
念
館
「
み
ち
の
郷
土

史
料
館
」
と
八
幡
西
区
石
坂
の
「
立

場
茶
屋
銀
杏
屋
」
ほ
か
、
木
屋
瀬
の

お
土
産
屋
「
も
や
い
の
家
」
、
「
旧

高
崎
家
住
宅
（
伊
馬
春
部
生
家
）
」

の
４
施
設
が
連
携
し
て
開
催
す
る
も

の
で
、
「
長
崎
街
道
ひ
な
ま
つ
り　

木
屋
瀬
宿
〜
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
と

題
し
て
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
「
も
や
い
の
家
」
は
、
か
つ
て
呉

服
商
を
営
ん
で
い
た
面
影
が
残
る
２

階
建
て
の
古
民
家
で
す
。
１
、
２
階

合
わ
せ
て
３
０
０
体
を
超
す
雛ひ

な

人
形

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

１
０
０
年
以
上
前
の
オ
ル
ガ
ン
な
ど

貴
重
な
資
料
も
併
せ
て
見
学
で
き
ま

す
。
木
屋
瀬
で
一
番
古
い
江
戸
時
代

の
雛
人
形
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
「
も
や
い
の
家
」
で
は
、
３
月

３
日
の
日
に
は
、
甘
酒
の
振
る
舞
い

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
旧
高
崎
家
住
宅
（
伊
馬
春
部
生

家
）
」
は
、
放
送
作
家
・
伊
馬
春
部

（
本
名　
高
崎
英
雄
）
の
生
家
で
、

そ
こ
に
雛
人
形
の
段
飾
り
を
い
く
つ

も
展
示
し
、
古
民
家
と
併
せ
て
来
館

さ
れ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
は
、
江
戸

時
代
、
木
屋
瀬
宿
か
ら
黒
崎
宿
の
間

の
休
憩
所
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、

坂
の
上
の
大
き
な
銀
杏
の
木
と
と
も

に
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

ひ
な
ま
つ
り
の
目
玉
は
、
手
作
り
の

「
巨
大
雛
」
で
す
。
地
域
の
方
々
が

協
力
し
て
制
作
さ
れ
、
毎
年
新
し
い

人
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
竹
雛
」

な
ど
も
手
作
り
の
作
品
で
す
。
建
物

い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
段
飾
り
と
と

も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら

で
も
３
月
３
日
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
や

甘
酒
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
四
つ
の
施
設
が
お
の
お
の
違
っ
た

雰
囲
気
を
演
出
い
た
し
ま
す
の
で
、

全
て
の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
か

つ
て
、
多
く
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た

長
崎
街
道
を
、
当
時
の
風
景
を
思
い

描
き
な
が
ら
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

Information

【開館時間】午前９時〜午後５時30分
　　　　　（入館は午後５時まで）
【休館日】毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
【入館料】一般200（160）円　高校生100（80）円
小・中学生50（40）円
※（　）内は30名以上の団体料金
【お問合せ】北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
北九州市八幡西区木屋瀬３の16の26
093（619）1149

もやいの家

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館　みちの郷土史料館

旧高崎家住宅（伊馬春部生家）

立場茶屋銀杏屋

Event

〈長崎街道　ひなまつり 
 木屋瀬宿〜立場茶屋銀杏屋〉
【日程】２月中旬〜３月下旬（施設に
より開催期間が異なります）
【場所】北九州市立長崎街道木屋瀬
宿記念館みちの郷土史料館、もやい
の家、旧高崎家住宅（伊馬春部生
家）、立場茶屋銀杏屋
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長崎街道　ひなまつり
木屋瀬宿〜立場茶屋銀杏屋

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
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12月12日（火）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


